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＜第１日目＞ 

講演①：「教科書『できる日本語』の開発」 

嶋田和子（アクラス日本語教育研究所代表理事） 
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嶋田 和子
一般社団法人アクラス日本語教育研究所

kazushimada@acras.jp

2013年日本語教育シンポジウム 2013年3月1日

「モンゴル日本語教育スタンダードの展開」

教科書『できる日本語』
の開発
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Ⅰ

教育現場で、何が

“課題”だったのか？

3                                       
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Ⅰ 教育現場で、何が“課題”だった

のか？

Ⅱ なぜ『できる日本語』を作ろうと

思ったのか？

Ⅲ 『できる日本語』とはどんな

教科書なのか？

Ⅳ 新しい教科書で何が変わったのか？
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現場での課題
・知識を重視した授業展開

↓

・テストで良い点数を取っても

話せない／書けない学生達

↓

・「どうしたらいいのか」という

教師のとまどい・悩み
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なんで「テ形」を勉強した
ら、いっぺんに「てくださ
い／ています／てもいい

です／てはいけませ
ん」って、次々にテ形を
使った文型が出てくる

の？

学習者が実際
に出会う場面で
学べるようにで
きないだろうか。

「これができるように
なった」と実感できるよ
うな授業にしたいんだ

けど、教科書が・・・・・・。

現場教師の声
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例２：タ形導入

◆～たことがあります ～たり、～たり・・

例３：～ことができます

◆もう日本語で

電話をかけることができますか。

◆教室でお酒を飲むことができますか。
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■場面・状況を軽視している

Ａ：失礼ですが、お名前は？

Ｂ：イーです。

Ａ：リーさんですか。

Ｂ：いいえ、イーです。

これって、どんな場面
で使うだろうか？
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大きな問題点は、

「できること」が明確ではないこと！

「できること」が学習者にも教師にも明確
になると、「学び方」が変わっている。
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Ⅱ

なぜ『できる日本語』

を作ろうと思ったのか？
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◆コミュニケーションを重視した教科書
で言語的知識も保障できる教科書が
必要だ。

◆もちろん「教科書を教える」ではなく
「教科書で教える」だから、どんな教科
書でも教師次第！

◆しかし、教科書がないと～～～。

現場の声を拾って～～

                   11 
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Ⅲ

『できる日本語』とは

どんな教科書なのか？

                  13 
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『できる日本語』の中心軸

プロフィシェンシー重視の教育実践

(Proficiency-based-Approach)

プロフィシェンシー：
その言語を使って何が、どのように出来るかと
いう「出来ること」を示す熟達度

◆タテ軸で「日本語力」をとらえる
○学習者は、今、何が、どのようにできるのか。
○次のレベルに行くには、どうすればよいのか。

                  15 
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もし教科書がなかったら？

●教師が毎回、クラスや学習者に合わせ
た独自教材を作成しなければならない

●学習者にとって一貫性のある、包括的
な学習が難しい

●チームティーチングにおいて困難を生じ
る ｅｔｃ．
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『できる日本語』の基本理念

日本語で「対話力」アップをめざすこと

・伝え合う／語り合う日本語
・自己表現のための日本語

対話＝価値観の違う人とのやり取りを通して、他者理
解・自己理解を図り、新たな価値観を創り出す

日本語の学びを通して「人とつながる力」を養う
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キーワード：プロフィシェンシー

２００８年 ２００９年 ２０１２年
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＇参考（

ＯＰＩ＇口頭能力インタビュー試験（

Oral Proficiency Interview

ＣＥＦＲ＇ヨーロッパ参照基準枠（

Common European Framework of 

Reference for Languages: Learning,

teaching, assessment
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ＯＰＩ＇Ｏｒａｌ Ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ（

①口頭能力を測定するための１対１の

インタビュー試験

②時間は最長３０分

③４つの評価基準を持つ「総合的な評価法」

④１０段階による判定

⑤標準化された構成

⑥相互のやり取りのある学習者中心の評価
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総合的タスクと機能

場面／話題 正確さ テキストの型

流暢さ、文法、語用論的能力、発音、社会言語学的能力、語彙

複段落

↑

段落

↑

文

↑

単語

４つの判
定基準の
中で、「総
合的タス

ク機能」が
最も大切
なモノ！
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総合的タスクの階層的配列 「OPIマニュアルp.20」

超級レベル
の話者の

特徴：

・実質的な話題から、専門的・学術的関心事の領域までのフォーマル／イン

フォーマルな状況での会話に、十分に、しかも効果的に参加できる

・うまく構成された論議を展開して意見を説明したり弁護したりできるし、複

段落の枠組みで効果的に仮説を展開することができる

・具体的な話題も抽象的な話題も論じることができる

・言語的に不慣れな状況にも対応できる

・以上に高度の言語的正確さを維持できる＇パターン化した誤りはない（

・専門的・学術的環境において必要とされる言語的要求を満たすことができる

上級レベル
の話者の

特徴：

・個人的、あるいは一般的な興味に関する話題が具体的に話されている場合、

インフォーマルな状況ならほとんどの場合に、フォーマルな状況ならある

限られた場合に積極的に会話に参加することができる

・主な時制の枠組みで、アスペクトもうまくコントロールしながら、变述したり描

写したりすることができる

・コミュニケーションをする上での多様な工夫をしながら、予期していなかった

複雑な状況に対応できる

・段落の長さでしかも内容のある連続した談話の枠組みを使い、適切な正確

さと自信を見せながらコミュニケ―ションを維持できる

・仕事上、あるいは学校生活を送る上で必要な状況に対処できる
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総合的タスクの階層的配列 「OPIマニュアルp.20」

中級レベル
の話者の

特徴：

・日常生活や身近な状況に関する、一般的に予測し得る話題についての、簡

単で直接的な会話に参加できる

・質問したり質問に答えたりすることによって、情報を得たり与えたりすること

ができる

・基本的で、複雑でない会話のやりとりを始め、維持し、終えることができるが、

試験官に答えるという形が多い

・文を自分で作ることができ、対話の相手がよく聞いて理解を示してくれる場

合には、１つの文、あるいはいくつかの文が続いた形を使って、言語要

素を組み合わせて自分なりのメッセージを伝えることができる

・言語目標が話されている環境で生活するために最低限必要な、身の回りの

ことや社会生活に必要な事柄を処理できる

初級レベル
の話者の

特徴：

・日常生活の最も一般的な事柄に対する、単純な質問に答えることができる

・外国人との対応に慣れた対話の相手には、個々の単語や丸暗記した語句

を使ったり、単語を羅列したり、時には自分なりに語句を組み合わせたり

して、最小限の意味を伝えることができる

・ごく限られた数の身近な必要事項のみできる
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『できる日本語』の特徴

①「できること」を明確にする。

②「はじめに文型ありき」ではなく、

まずチャレンジ！

③場面・トピックと、文法の融合を図る。

④「かたまり」で話すことを重視する。

⑤スパイラル展開を図る。
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特徴（１）
「できること」明記

『できる日本語 初級』『できる日本語 初中級』
の「できること」一覧（各国語）

http://www.acras.jp/?p=1073
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特徴（２）
まずチャレンジ！
「タスク先行型」

まず場面・状況がある。
「課題」があって、それを達成する

ための日本語力。
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場面・状況：スライド２１＇６課ＳＴ１（

まずチャレンジ！
「こんな場面で、何
て言うんだろう？」
知っている日本語

で言ってみる。
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例） Ａ：今晩、一緒にご飯を食べませんか。

Ｂ：いいですね。食べましょう。

CD B2

例） Ａ：今晩、一緒にご飯を食べませんか。

Ｂ：ああ、今晩ですか。すみません。

今晩はちょっと・・・・・・。

CD B3

「じゃあ、ＣＤを聞いてみましょう。
何て言っているでしょうか」

そうか、そう言うんだ！
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特徴（３）
場面・トピックと文法の融合

その場面・状況、話題に
必然性のある文型を学ぶ。
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31http://www.acras.jp/?p=1055
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特徴（４）
「かたまり」の重視

● 「段落で話せるようになるのは中級になって

から」という考えが一般的。

● しかし、初級から「固まりで話せる」というこ

とを目指すことが重要。

日本語で「自分のこと／自分の考え」を伝えることができる
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『できる日本語 初級』１３課

33 
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特徴（５）
スパイラル展開
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４課

地域の暮
らしに必
要な情報
を得て、
快適な生
活を送る
ことがで
きる。
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初級教科書の中で～～～

１課「自己紹介」＇はじめまして（

４課「私の国・町」

５課「休みの日」

８課「大切な人」

９課「好きなこと」

～～～～
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「漢字学習」も「できること」重視

『漢字たまご』の３つの柱

１．何ができるかが明確になっている

２．漢字の接触場面から学ぶ

３．漢字学習ストラテジーを身につける

http://www.acras.jp/?p=460
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例：２課「買い物」
「できること」の具体例

・漢字で書いてある１～１０の数字や、百、千、万
円の金額がわかり、読むことができる。

・スーパーの広告などから、肉の種別がわかり、
読むことができる。

・スーパーなどにある「○○産」「○％引き」「酒」
の表示から情報を取れる。
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Ａ 一、二、三、四、五、
六、七、八、九、十、
百、千、万、円

Ｂ 牛肉、豚肉、鶏肉

Ｃ ～産、 ～引き、酒

http://www.acras.jp/?p=460
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Ⅳ

新しい教科書で

何が変わったのか？
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教師の変容
■学習者が伝えたい・話したいことをもっと

意識するようになった。

■他の教師との連携が強くなった。

■教室をコミュニティーと意識するようになった。

さらに、教室と外のコミュニティーとのかかわ

りが強くなった。

                   41 
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『漢字たまご』ヒント＆ポイント

http://www.acras.jp/?p=460

『できる日本語』「できること」一覧

http://www.acras.jp/?p=1073

『できる日本語』シラバス一覧

http://www.acras.jp/?p=1055

「できる日本語」シリーズで日本語の教科書を考えよう
＇アルク（

http://www.alc.co.jp/jpn/dekirunihongo/

「教科書について考えてみませんか」＇月刊日本語
2011.4~2012.3連載（

http://nihongohiroba.com/?p=2254

参考：
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これからも・・・

Ｐｌａｎ

（計画）

Ａｃｔｉｏｎ Ｄｏ

（改善） （実施）

Ｃｈｅｃｋ

（点検）
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